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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成25年11月7日(2013.11.7)

【公表番号】特表2010-504244(P2010-504244A)
【公表日】平成22年2月12日(2010.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-006
【出願番号】特願2009-528820(P2009-528820)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ   3/06    　　　Ｅ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの吸気口（２）及び少なくとも１つの排気口（３，４）を有し、ブロワ
（６）により１次空気流（１４）を流通させるケーシング（１）と、
前記吸気口（２）及び排気口（３，４）の間に延びており、空気を流通させる１次空気路
（５）とを有し、
　この１次空気路（５）には、前記１次空気流（１４）が流れる方向に沿って、順に、前
記ブロワ（６）及び複数の空気浄化ユニット（７）（８）（９）（１０）（１１）（１７
）が配置されている車室用空気浄化装置において、
　前記１次空気路（５）は、前記吸気口（２）と連通し、かつ前記ブロワ（６）を収容す
るチャンバ（１８）と、このチャンバ（１８）と連通し、かつ互いに平行に延びる複数の
２次空気路（１２）（１３）とを含み、これらの２次空気路（１２）（１３）の少なくと
も１つには、前記空気浄化ユニット（７）（８）（９）（１０）（１１）（１７）の少な
くとも１つが設けられており、
　前記１次空気路（５）はさらに、前記複数の２次空気路（１２）（１３）に流入する前
の空気流を浄化するために、前記複数の２次空気路（１２）（１３）の入口部に配置され
た第１のフィルタタイプの主空気浄化ユニット（７）を有することを特徴とする空気浄化
装置。
【請求項２】
　前記第１のフィルタタイプの主空気浄化ユニット（７）はベローズ状に形成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の空気浄化装置。
【請求項３】
　前記１次空気路（５）は、前記１次空気流（１４）が進む方向において、順に、前記ブ
ロワ（６）を収容するチャンバ（１８）、中間領域（２５）、および前記２次空気路（１
２）（１３）を含む分岐領域の３つの領域からなっていることを特徴とする請求項１又は
２に記載の空気浄化装置。
【請求項４】
　前記第１のフィルタタイプの主空気浄化ユニット（７）は、前記１次空気路（５）の中
間領域に配置されており、前記ブロワ（６）によって送られる１次空気流（１４）を浄化
することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の空気浄化装置。
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【請求項５】
　前記２次空気路（１２）（１３）には、第２のフィルタタイプの空気浄化ユニット（１
１）（１７）、イオン化タイプの空気浄化ユニット（８）、または光触媒タイプの空気浄
化ユニット（１０）が配置されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記
載の空気浄化装置。
【請求項６】
　前記複数の２次空気路は、分岐した第１の２次空気路（１２）及び第２の２次空気路（
１３）を有し、前記第１のフィルタタイプの主空気浄化ユニット（７）は、ベローズ状で
、前記第１の２次空気路（１２）の上流側に位置し、かつ前記１次空気流（１４）が、こ
の主空気浄化ユニット（７）および前記第２の２次空気路（１３）のいずれか一方に進み
うるよう、前記第２の２次空気路（１３）の入口部と並置されていることを特徴とする請
求項１～５のいずれか１項に記載の空気浄化装置。
【請求項７】
　前記ベローズ状主空気浄化ユニット（７）における第２の２次空気路（１３）と隣合う
側の端部（２１）は、ベローズが延びる方向と直交する方向に延び、前記２次空気路（１
２）（１３）の各入口部は、前記ベローズによって形成される面と直交する方向に開口し
ていることを特徴とする請求項６に記載の空気浄化装置。
【請求項８】
　前記複数の２次空気路は、分岐した第１の２次空気路（１２）及び第２の２次空気路（
１３）を有し、前記第１の２次空気路（１２）は、第２のフィルタタイプの空気浄化ユニ
ット（１７）を収容し、前記第２の２次空気路（１３）は、この第２の２次空気路（１３
）を流れる２次空気流の方向に沿って、第３のフィルタタイプの空気浄化ユニット（１１
）、およびイオン化タイプの空気浄化ユニット（８）または光触媒タイプの空気浄化ユニ
ット（１０）を収容していることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の空気
浄化装置。
【請求項９】
　前記複数の２次空気路は、分岐した第１の２次空気路（１２）及び第２の２次空気路（
１３）を有し、前記第１および第２の２次空気路（１２）（１３）を流れる２次空気流（
１５）（１６）の少なくとも一方は、さらに２つの３次空気路（１９）（２０）に分岐し
、これらの３次空気路（１９）（２０）の少なくとも一方には、空気浄化ユニット（７）
（８）（９）（１０）（１１）（１７）の少なくとも１つが設けられていることを特徴と
する請求項１～８のいずれか１項に記載の空気浄化装置。
【請求項１０】
　前記チャンバ（１８）は、前記吸気口（２）と前記２次空気路（１２）（１３）とを結
ぶ前記１次空気路（５）のうち、前記１次空気流（１４）の上流部に位置することを特徴
とする請求項１～９のいずれか１項に記載の空気浄化装置。
【請求項１１】
　前記複数の２次空気路（１２）（１３）の各入口部は、前記ケーシング（１）の幅広の
面方向において、互いに異なる方向を向き、前記複数の２次空気路（１２）（１３）の各
出口部は、前記ケーシング（１）の幅広の面の法線方向に開口していることを特徴とする
請求項１～１０のいずれか１項に記載の空気浄化装置。
【請求項１２】
　前記複数の２次空気路（１２）（１３）は、前記ケーシング（１）の幅広の面方向にお
いて、互いに概ね同じ方向に延びていることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項
に記載の空気浄化装置。
【請求項１３】
　少なくとも１つの吸気口（２）及び少なくとも１つの排気口（３，４）を有し、ブロワ
（６）により１次空気流（１４）を流通させるケーシング（１）と、
　前記吸気口（２）及び排気口（３，４）の間に延びており、空気を流通させる１次空気
路（５）とを有し、
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　この１次空気路（５）には、前記１次空気流（１４）が流れる方向に沿って、順に、前
記ブロワ（６）及び複数の空気浄化ユニット（７）（８）（９）（１０）（１１）（１７
）が配置されている車室用空気浄化装置において、
　前記１次空気路（５）は、前記吸気口（２）と連通し、かつ前記ブロワ（６）を収容す
るチャンバ（１８）と、このチャンバ（１８）と連通し、かつ互いに平行に延びる複数の
２次空気路（１２）（１３）とを含み、これらの２次空気路（１２）（１３）の少なくと
も１つには、前記空気浄化ユニット（７）（８）（９）（１０）（１１）（１７）の少な
くとも１つが設けられており、
　前記複数の２次空気路は、分岐した第１の２次空気路（１２）及び第２の２次空気路（
１３）を有し、前記第１および第２の２次空気路（１２）（１３）を流れる２次空気流（
１５）（１６）の少なくとも一方は、さらに２つの３次空気路（１９）（２０）に分岐し
、これらの３次空気路（１９）（２０）の少なくとも一方には、空気浄化ユニット（７）
（８）（９）（１０）（１１）（１７）の少なくとも１つが設けられていることを特徴と
する空気浄化装置。
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